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開    議 

〔開議  午前１０時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君）ただいまの出席議員数は、１４名です。定足数に達し

ておりますので、これより、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お

手元に配付のとおりです。これより日程に入ります。 

 

                          

一 般 質 問 

 

○議長（秋田重敏君）日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問は、一問一答による方式または一括質問一括答弁方式の選択制にし

ております。質問時間は、答弁を含めて１議員４５分以内となっておりますの

で、理事者、議員各位のご協力よろしくお願いをいたします。 

 なお、コロナ感染症予防のため、発言台以外での発言につきましては着席の

まま発言していただくようお願いします。 

 一般質問は、高橋宏介君、城野庄一君、山本 優君、山本徹郎君、大浦和博

君、加藤伊平君、平谷弘子君、熊谷良彦君の８名から通告がありましたので、

お手元に配付の一般質問表のとおり、順次発言を許します。 

 初めに、 

 １．旧北陸線トンネル群鉄道遺産について 

 ２．栃木峠の栃木の今後の活用について 

 １番 高橋宏介君。 

〔１番（高橋宏介君）登壇〕 

 

○１番（高橋宏介君）初めて１番での一般質問であります。私は９月が誕生日

ですので、議長より最高のプレゼントをいただきました。 

 それでは、一般質問させていただきます。 

 １つ、旧北陸線トンネル群鉄道遺産について。 

 １つ目、山中トンネルにあった扁額についてお聞きします。 

 南越前町、敦賀市、長浜市で観光連携協議会を設立し設定を目指してきた山

中トンネル、湯尾トンネル、山中ロックシェッドなどの旧北陸線トンネル群が、

今年６月１９日に鉄道遺産に認定されました。 

 山中トンネルには、山中トンネル建設時は逓信大臣であり、その後第２代内

閣総理大臣となった黒田清隆の書である扁額がありました。「徳垂後裔」と書
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かれており、この鉄路を完成させた徳は子々孫々まで残ることになるという意

味です。 

 その扁額は現在、山中トンネルにはなく、長浜市の長浜鉄道スクエアに展示

されています。なぜ本町にあった扁額が長浜市にあるのでしょうか。１９６２

年、昭和３７年に新北陸トンネルが開通し、１９６３年、昭和３８年に旧北陸

線は道路へと転用をされました。今庄駅から杉津パーキングエリアを通り、麓

の海岸線を走る国道８号線までが福井県道２０７号今庄杉津線となりました。

この頃にレールの撤去や施設の解体が行われたとのことでありますので、この

時代に扁額も外されたのではないかと考えられます。 

 どこが外したのでしょうか。国鉄でしょうか。福井県でしょうか。そのどち

らでもないのでしょうか。どのような経緯、理由があって外され、長浜市へ行

くことになってしまったのかを伺います。 

 また、山中トンネルが鉄道遺産に認定されたからには、扁額は本来あった場

所に戻すことが当たり前であると考えます。山中トンネルを当時の姿に戻して

いただきたく思いますが、町の今後の計画について、所見を伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）高橋議員の一般質問の１点目の旧北陸線トンネル群鉄道

遺産について、お答えをいたします。 

 旧北陸線トンネル群などを構成文化財とした鉄道遺産をテーマに「海を越え

た鉄道～世界へつながる鉄路のキセキ～」が本年６月１９日に令和２年度の日

本遺産に認定されまして、文化庁から「鉄道遺産周辺に、多くの観光客が興味

を持てる資源、要素をうまく組み立てた点がすばらしい。また、インバウンド

を誘引できるストーリーで興味深く、内外の交通を生かした着地型観光に期待

をしたい」と非常に高い評価と大きな期待をいただいたところであります。 

 その日本遺産の構成文化財の一つであります山中トンネルの今庄側の扁額

「徳垂後裔」は、建設当時の逓信大臣だった黒田清隆の揮毫であります。 

 ご指摘のとおり、現在、長浜市の鉄道スクエアに展示されております。展示

に至った経緯については、明確な記録が残っておりませんが、扁額は北陸トン

ネルが貫通した昭和３７年前後に何らかの理由で旧国鉄により撤去をされま

して、その後、保管場所を長浜市に移されたものと推測されております。 

 この扁額の取扱いにつきましては、平成２９年度に開催されました福井県知

事と滋賀県知事との懇談会においても、この扁額の話題が取り上げられまし

て、協議されたと聞いております。 
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 今後のこの扁額の取扱いでありますけれども、長浜市とは、敦賀市と共に観

光連携協議会を設立し、協働して日本遺産認定を手繰り寄せた関係に今現在あ

ります。鉄道遺産を活用した観光施策の展開については、この連携協定という

ものを尊重した良好な関係を維持、構築できるよう、取扱いがこのほうが適切

であるというふうに考えております。 

 従いまして、当面の間は、実物はこれまで同様に長浜の鉄道スクエアで保管

をし、現地には扁額の複製、レプリカを設置するなど、関心を持たれた方が現

地に訪れていただくよう促すなど、広域的な周遊観光を促していきたいと考え

ております。このような連携した取組を進める過程で、実物の扁額を現地に復

元することの可否について、長浜市と今後、鋭意協議してまいりたいと思って

おります。 

 そのほかに、この協議会の事業として、山中スイッチバック周辺で当時を体

感できるＶＲ、バーチャルリアリティ等を活用した取組につきましても、調査

研究を進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）高橋宏介君。 

 

○１番（高橋宏介君）山中トンネルにあった扁額が長浜市にあることに至った

経緯や理由について、明確な正当性がない以上、納得はできません。今月２日

に本庁舎で行われた杉本知事への要望書の中に、山中トンネルの扁額のレプリ

カ及び説明板の設置についてがありました。現段階での解決策の一つであるこ

とは認めますが、取り返すことを諦めてしまっては困ります。 

 平成２９年に福井県知事と滋賀県知事との懇談会の場で扁額の話題が取り

上げられ、協議がなされたとのことでありますが、現在、福井県知事は、西川

知事より杉本知事へと替わっております。３市町で連携した連携を目指し、鉄

道遺産を目指した認定は、上下関係などなく横並びであると思います。長年、

認定を目指し、共に努力をしてきた長浜市でありますから、扁額のことぐらい

で関係が悪化するなど薄っぺらな関係でもないと思います。 

 また、敦賀市の葉原トンネル、山中トンネルの杉津口にあった扁額も、長浜

鉄道スクエアに展示されております。福井県にあった扁額が全て長浜市にある

ことになります。扁額の問題について、敦賀市と連携を図ることも必要である

と考えます。 

 鉄道遺産に認定されたことで長浜市が一番得するようなことになるのでは、

連携協定を結んだ意味はありません。黒田清隆の扁額は、山中トンネルにあっ

た町の歴史的財産であります。必ず取り返していただきたく思います。継続的
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に福井県、滋賀県、長浜市と協議を続けていくよう求めます。 

 ２つ目、今後の鉄道遺産の計画について伺います。 

 大桐駅跡の上りホーム跡や今庄駅にある給水塔跡は、今後、鉄道遺産の認定

を目指していくのでしょうか。 

 また、現在、山中トンネル付近には駐車スペースやトイレ、休憩所などがあ

りません。大桐地区の北陸新幹線トンネル工事で使用している場所は、山中ト

ンネルのすぐ近くであります。北陸新幹線工事が終了した後の場所の活用次第

では、山中トンネル付近を観光地として利便性のよい環境に整備することも可

能でありますし、新旧の鉄道の歴史を同時に見ることのできる場所にもなり得

ます。今後の計画について伺います。 

 また、鉄道遺産に認定されたことは、町の観光発展のためのスタートライン

であり、ゴールではありません。これからどのようにほかの観光資源と結びつ

け、２倍、３倍の経済効果となるように活用していくのかが重要であります。

現在、町の観光発展の起爆剤となり得る道の駅「南えちぜん 山海里」が開業

を目前としております。効率よく連携させ、町の活性化を加速していただきた

く思います。 

 また、現在、具体的な計画があるのであれば、所見を伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）議長の指導によりまして、大変恐縮ですけれども、座っ

て回答させていただきます。 

 新北陸トンネル工事の大桐工区の現場の斜坑付近のヤード用地というのは、

工事終了後はＪＲ西日本の管理となりまして、トンネル内部の点検等に使用す

ることとなっております。また、大桐工区の現場事務所の敷地については、施

工事業者が地元の方から借用をしているもので、工事完了後は原状に復するこ

ととなっております。 

 このような現況を踏まえまして、それらの用地に活用の制限がない場合は、

地元大桐区をはじめ鉄道遺産に関わる関係団体の皆様と意見を交換しながら、

よりよい方向性を見いだしていきたいと考えております。 

 コロナ禍ではありますが、先人から受け継いだ貴重な歴史遺産を後世に継承

していくとともに、長浜市、敦賀市と共に、点ではなく線でつなぐ周遊型観光

の一翼を担えるよう、日本遺産の認定を受けた鉄道遺産、そしてまた北前船寄

港地などを魅力ある観光資源として、地元の関係団体をはじめとした住民の皆

様方と共に知恵を出し合い、力を合わせて一層磨き上げるとともに、来年の秋

に供用開始を予定しております、道の駅「南えちぜん 山海里」との連携も併
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せた施策を検討していきたいと考えております。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）観光まちづくり課長、関根將人君。 

 

○観光まちづくり課長（関根將人君） それでは、鉄道遺産を活用した具体的

な取組の計画についてお答えいたします。なお、大桐駅、今庄駅の給水塔、給

炭台は、今回認定されました日本遺産の構成文化財となっておりますので、ご

理解いただきたいと思います。 

 鉄道遺産を活用した具体的な取組といたしまして、長浜市・敦賀市・南越前

町観光連携協議会の事業といたしまして、今年度は認定ガイド養成講座の研修

会を開催するとともに、３市町の共通ガイドマニュアル、そのほかにも初心者

用ガイドテキストを作成いたしまして、鉄道遺産等を広域的に案内できる観光

ガイドの育成に取り組む予定でございます。 

 また、北陸新幹線敦賀開業を見据えました旅行商品の造成のために、構成文

化財の首都圏での認知・魅力調査を兼ねまして、首都圏の若い女性やインバウ

ンド向けのモニターツアーを実施する予定になってございます。来年度以降の

事業展開につきましては、長浜、敦賀両市と協議を重ね策定していく予定でご

ざいます。 

 ３市町の観光連携協議会が実施する事業につきましては、国費のご支援もい

ただけるとともに、福井県、滋賀県の両県に対しまして事業推進に格別のご指

導とご支援をいただきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）高橋議員。 

 

○１番（高橋宏介君）大桐駅跡の上りホーム跡や、今庄駅にある給水塔、給炭

台が日本遺産の構成文化財となっていることについては、承知いたしました。 

 鉄道遺産の事業展開のため、本町、敦賀市、長浜市との連携協議会で行うこ

とも大切ではございますが、町単独での事業にもしっかり取り組んでいってい

ただきたく思います。 

 山中トンネル付近は、現段階では大変不便な場所であります。不便さを解消

しなければ観光客の誘致もしにくい状況でございますので、早く解消していた

だき、名所、観光地として恥ずかしくない場所に再開発していただけるようお

願いします。 

 ２つ目、栃ノ木峠の栃ノ木の今後の活用について伺います。 
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 本町にある栃ノ木峠は、１６８５年、貞享２年発刊の「越前地理指南」とい

う本に栃ノ木峠と注記されており、１４８９年頃の今庄町古文書の中にも同様

の表記がなされております、歴史の長い峠であります。 

 この峠には、名称の由来となりシンボルとも言える樹齢約５００年のトチノ

キの大木がありました。名称は「栃ノ木峠のトチの木」、樹高約２４メートル、

幹周り約５．８メートル、１９７４年、昭和４９年４月１６日に福井県指定天

然記念物に指定されたトチノキであります。残念ながら、昨年、枯れていると

の判断が出され、福井県指定天然記念物の指定が解除され、今年８月２０日に

伐採が行われました。 

 このトチノキは、峠の名称になるほどの町の歴史的象徴とも言うべき木であ

ります。昔より、板取地区から峠へ向かうときの目印として親しまれ、柴田勝

家も賤ヶ岳の決戦の大敗の後、このトチノキの横を通って命からがら駆け上が

り、福井の北ノ庄城へ落ち延びました。 

 歴史上にも登場するトチノキであります。枯れたことは大変残念であります

が、伐採したトチノキの今後の活用方法や、トチノキのあった場所をどのよう

に守り復活させていくのかが重要な課題であります。伐採しても切り株は残る

わけですから、切り株を紹介する案内板の設置を行ったり、伐採したトチノキ

の木材を、どれほどの大木であったかが分かるような加工の仕方で利用、展示

したり、細かく残った木材も活用し、また民間の方々の力も借りながら、極力

無駄にすることなく後世に残さなければならないと考えます。 

 現段階で行われた計画としては、昨年１１月１９日にトチノキの植樹が行わ

れました。しかし、この植樹したトチノキは外来種であり、栃ノ木峠のトチノ

キの復活を目指すものとしては適正ではないと考えます。 

 町は今後どのような計画を立てているのか、伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）坂井教育委員会事務局長。 

 

○教育委員会事務局長（坂井浩伸君）高橋議員の栃ノ木峠のトチノキの今後の

活用についてのご質問にお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、「栃ノ木峠のトチの木」は、県の天然記念物として指

定を受けた大変貴重な木ですが、長い年月を経る中で老朽化が進み、残念なが

ら昨年７月の調査で枯死と判定され、それを受けまして、今年６月９日付で県

の天然記念物としての指定が解除されました。 

 このような状況から、町では、その後の樹木の管理について、所有者である

板取会より委任を受けまして、形あるうちにトチノキの一部を資料として保存

し、利活用を図るため、樹木の伐採を計画いたしました。 
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 伐採したトチノキにつきましては、町内保育所等で使用する積み木のおもち

ゃ、町内小中学校の児童生徒への箸の進呈、施設のテーブル等に利活用するこ

とで、トチノキの生きてきた証を残し、郷土愛を育む一助とするため、無駄に

することなく可能な限り有効利用したいと考えております。 

 以上、高橋議員のご質問に対するお答えといたします。 

 

○議長（秋田重敏君）高橋宏介君。 

 

○１番（高橋宏介君）伐採しても、町のかけがえのない財産であるトチノキで

あります。展示・利用場所としては、本庁舎、今庄住民センター、文化センタ

ーなどがありますが、道の駅「南えちぜん 山海里」などの町外への発信力の

高い場所で活用すれば、文化財保護の観点だけでなく観光振興を目的とするこ

とも可能であります。 

 教育委員会だけで考えず、観光まちづくり課、建設整備課とも連携を取り、

また民間の方々の力も借りながら、様々な目線からトチノキを有効活用してい

ただきたく思います。そして、栃ノ木峠のトチノキの復活の計画も、真剣に取

り組んでいただきたく思います。 

 本町は、昔より北陸の玄関口を務め、歴史上、数多く登場する町であります。

大きな歴史だけでなく、それに付随した小さな歴史も守っていかなければ、歴

史というものはすぐにでも薄れてなくなってしまいます。そして、守る責任を

担っているのは、今の時代を生きている我々であります。ただの一つも失わせ

ることなく、後世に伝え、残すことのできるよう取り組んでいただきたく思い

ます。 

 これで一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて高橋宏介君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．南越前町の防災への取組に関して 

 ４番 城野庄一君。 

〔４番（城野庄一君）登壇〕 

 

○４番（城野庄一君）議長の承認をいただきましたので、質問に入りたいと思

いますが、新型コロナウイルスの感染拡大警報中でもありますので、質問時間

削減のため、一括質問一括答弁で簡潔に、南越前町の防災への取組に関して２

点質問をさせていただきたいと思います。 

 １点目ですが、今年はコロナウイルスにより防災訓練の開催もままならない
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状況下にありますが、先日の台風９号、１０号で報告されていますように、最

大瞬間風速が６０メートルを超え７０メートルに達しているというような予

測報道がされました。この瞬間最大６０メートルを超える風速というのは、ま

だいまだに我々としては経験をしたことないような数値でございますが、一部

には鉄塔が崩壊をすると言われております。このように、過去の判断基準が、

我々としては、適合できないような状況下にあることが現実味を帯びてきてお

ります。 

 このような状況の中で、今までの告知放送であったり、屋外の災害無線放送

では確認できない、また準備が間に合わない町民の方や、本年度の日本遺産に

認定をされました鉄道遺産により観光にいらっしゃった方など、そういう確認

のしようがないというような方がいらっしゃるのではないかと考えます。南越

前町としてどのような対応をお考えになっているのかをお聞きしたいと思い

ます。 

 ２点目ですが、避難場所の設定についてです。 

 ２０１９年１２月に発表されました洪水・土砂災害防災ハザードマップによ

りますと、湯尾、今庄地区及び南条地区の避難所の大多数は水没の危険性が報

告をされております。なお、この報告内容の洪水につきましては、福井県土木

部が作成をいたしました、日野川が想定し得る最大規模の降雨（２日間総雨量

が７５４ミリメートル、おおむね１，０００年に一度の大雨）によって増水を

し、堤防が決壊した場合などの浸水の深さを表示しておりますが、昨今、５０

年に一度や１００年に一度の災害が日常的に発生をしていることを考慮いた

しますと、またこれも、いつ発生をしても不思議ではないと考えられるのでは

ないでしょうか。 

 このように、水没の危険性が想定され、コロナ感染防止対策で収容人員の減

少も余儀なくされております。この人数につきましても３分の１から４分の１

にまで減少をしていると伺っております。 

 災害ごとに避難所に求める機能が変化をしてきているのだと考えます。ま

た、日本における避難所のレベルは、世界的に見ると最悪のレベルだと言われ

ていることも考えますと、早急な変化への対応と、またその決定を、町民の皆

様への徹底が必要と考えます。 

 このようなことで、どのような対応をお考えなのかをお伺いいたします。ま

た、可能であれば中長期的な方針、計画もお聞かせください。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 
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○町長（岩倉光弘君）ただいまの城野議員の南越前町の防災への取組に関して

お答えをいたします。 

 近年、地球規模で温暖化等により異常気象が発生をし、我が国においても想

定外の災害というのが各地で頻発をしております。風水害、土砂災害による被

害というのが相次いでいるところであります。 

 記憶に新しいところでは、今年７月３日から８日にかけまして、梅雨前線が

九州から東日本にかけて停滞をしたことによりまして、熊本県、鹿児島、福岡、

佐賀、長崎県、そして岐阜、長野県に大雨特別警報が発表されまして、記録的

な大雨となり、各地で河川の氾濫など甚大な被害をもたらしたところでありま

す。 

 本町でも、一級河川であります日野川が町を縦断しておりまして、豪雨災害

が発生すると支流も含め河川の氾濫が想定されるところであります。このよう

な現状を鑑み、毎年、福井県に対しまして、重要要望の一つとして、河川の浚

渫、立木、流木等の除去も含めまして災害未然防止対策を要望しまして、今年

も日野川において、県によって本当に大規模な浚渫工事を現在も実施していた

だいております。 

 一方で、新型コロナウイルス感染者が福井県のみならず全国で拡大しており

まして、今まさに第２波の真っただ中と言える状況であります。災害時に避難

所を開設する場合は、自宅での垂直避難、２階へ上がっているとか、親戚、友

達の家への一時避難とか、車中泊などを呼びかけまして、避難所においては十

分な感染症対策を取った上で、町民の皆様方の命と健康を守っていきたいと考

えております。 

 詳細につきましては、担当課長の方から説明させていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）北野総務課長。 

 

○総務課長（北野 徹君）最初のご質問の災害時の情報伝達と観光客等への伝

達手段等について、お答えをいたします。 

 現在、南越前町では、有事の際の情報伝達手段として、防災行政無線による

屋外放送、各家庭に設置してあります音声告知機、さらにはケーブルテレビ、

町のホームページ、フェイスブック、場合によりましては、広報車による町内

を巡回することも考えております。確実で重要な情報につきましては、町のホ

ームページでしっかりと伝達を行いますので、ご留意をお願いしたいと思いま

す。 

 また、基本的には、家の中にいても外にいても、また町外に出られている場

合でも、何らかの方法で情報が伝わるように努めているところでございますけ
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れども、南越前町を訪れた観光客の方につきましても、今ほど申し上げたいず

れかの方法で伝達が可能かと思われます。特に災害時には、国や地方公共団体

などの情報発信者と、ＮＨＫをはじめとしますテレビや報道、マスコミなどの

情報伝達者を結び、情報を迅速かつ効率的に伝達する災害情報インターネット

システム、いわゆるＬアラートを有効に活用していきたいと考えております。

この情報につきましては、スマートフォンでの「ＮＨＫニュース・防災」のア

プリやＹａｈｏｏ！のホームページのトップ画面でも表示されますので、観光

客や一時滞在者の方々に対して有効な伝達手段と考えておりますので、積極的

な利用をお願いするところでございます。 

 一方で、平成３０年７月の西日本豪雨の際、様々な防災情報を住民が活用で

きず多くの犠牲者を出したことから、内閣府が避難勧告等に関するガイドライ

ンを改定いたしまして、自治体からの情報を待たずに直感的に判断できるよ

う、気象庁を通して１から５段階の警戒レベルを発表することとなりました。

こうした情報にもぜひ注意を傾けていただき、自らの命を守る行動をお願いし

たいと思います。 

 次に、２番目のご質問である洪水・土砂災害ハザードマップと避難所の関係、

またコロナ禍における避難所の在り方等について、お答えをいたします。 

 昨年１２月に、南越前町防災の手引きとハザードマップを町内全戸に配布さ

せていただきました。この中で、洪水・土砂災害ハザードマップに関しまして

は、水防法の改正により、想定最大規模の浸水想定区域、すなわち１，０００

年に一度程度の大雨が降ったときに日野川流域にどのような影響があるかを

想定いたしましたハザードマップを作成したところでございます。 

 ご指摘のとおり、南条地区及び今庄地区の多くの避難所が浸水するという、

かなり深刻な内容でありますが、今のところ、この浸水想定区域以外で多くの

住民を受け入れる、駐車場を備えた避難所が見当たらないことから、浸水の危

険が想定される場合には、２階建て以上の避難所から順次開設いたしまして、

高層階を利用していただくことを考えております。 

 加えて、新型コロナウイルス感染症などを考慮した場合、町が準備する避難

所だけでは限界も想定されます。先ほど町長が申し上げたとおり、被害が及ば

ないと考えられる親戚・知人宅、また町内外のホテルや旅館へ、あらかじめ早

い段階で個々にご判断をいただき避難をしていただくことも一つの考えとな

り得ます。 

 また、将来的には、他の自治体との協定等が実現すれば、町外への広域避難

等も視野に入れて検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（秋田重敏君）城野庄一君。 

 

○４番（城野庄一君）適切な、具体的な答弁をありがとうございます。 

 その終わりに当たりまして、とりわけ情報伝達という部分につきましては、

教育委員会との連携で、小中学校の生徒たちから家族の皆様に大切な情報とし

て伝えていただいて、家族の中でやっぱり真剣に話し合って、自分たちがどう

行動をしていくのかという部分も、中では非常に大切なことではないかなと思

いますし、そういう機会を設けていただけたらと思っております。 

 また、南越前町としましては、過去に一度も実証した経験もございませんの

で、避難所の選定及び運営という部分も、国内の先進地域のみならず、諸外国

の実態も確認をされまして、避難所でのストレスという部分をいかに少なくす

るかという部分も大切な一つのファクターではないかなと思いますので、ぜひ

そういうような部分も考慮をされまして、日々、一歩一歩、確実な前進を目指

していただけたらと思います。 

 また、最後ですが、高齢者の療養施設等での災害に対する課題の明確化と早

急な対応をお願いをいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて城野庄一君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．若者の出会い交流活動の支援計画について 

 ２．中学生の携帯（スマホ）の使用について 

 １３番 山本 優君。 

〔１３番（山本 優君）登壇〕 

 

○１３番（山本 優君）それでは、議長のご了解をいただきましたので、前回

の６月の定例会では、一般質問に関して質問者が１人だけという中ではありま

した。新型コロナ感染症の発生ということもありまして、本会議の時間短縮の

ため、一般質問の質疑の時間を含めて２０分と限定されました。そのため、６

月の一般質問の中では本題に入る前に時間切れとなりました。 

 そこで、前回のときにも申し上げておきましたが、この９月定例会あるいは

１２月定例会におきまして、積み残した課題についてお聞かせをいただきたい

と思うわけであります。 

 前回のときにも申し上げましたが、子ども・子育て支援事業計画、ここにご

ざいますが、この中で、生まれた子供を健全な子供に育てることは大切なこと

であり、その支援策が細かく述べられていることについては評価をいたしてお

ります。 
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 問題は、その前に大切なことは、少子化を回避するためには、若者が結婚し

て、そしてこの町に定住し、子育てを行うことが前提であります。そのための

対策について、お聞かせをいただきたいと思うところであります。 

 特に、最近のこのコロナの状況の中では、密を避けるということから、若い

男女の出会いのチャンスというのが大変少なく、あるいは避けるのが常識のよ

うになっているところであります。非常に難しいとは思っております。行政の

仕事は、道路を造ったり橋を架けたり、あるいは教育の環境を整えるなどの仕

事は、金をかければできることは多いわけでありますけれども、この男女の出

会いをつくる、結婚に結びつけるということを行政として具体的に取り組むこ

とは難しい仕事であることを十分理解をしながら、意見と質問を行っていきた

いと思います。 

 かつては、ご存じのように、親族、友人、また世話好きな仲人として出会い

の場をつくる努力をし、結果、適齢期にはほぼめでたく結ばれていたと思いま

す。最近は、しかし、このような世話役も大変少なくなっておりますし、さら

に車社会となって出会いの場も少なくなっているのが現状でございます。 

 行政として、ハードの仕事と違い、難しい面が多いことは十分承知をしなが

ら、直接行政が仲人をすることは難しいかもしれませんが、若い結婚適齢期の

人が相手を見つける機会をつくることを応援することは大切でないかと思い

ます。生涯教育や趣味を生かした文化・スポーツ・ボランティア活動などを行

い、自然に男女が触れ合う場をつくり、このような活動に参加を促すことは、

行政としてできることであり、必要だと思います。単に男女の触れ合いの場を

つくることは、触れ合うだけのみならず、若者が社会に貢献する場となり、集

落や地域の担い手として育ち、その役割、必要性を理解し育成をしていくこと

は、さらに豊かな地域づくりにも大切であると考えます。 

 その指導の思いについて、まずお聞かせをいただきたいと思います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの山本議員の若者の出会い交流活動の支援計画

について、お答えをいたします。 

 山本議員のご指摘のとおり、若者の集まり、つながりというのは、地域力の

源であるという認識の下に、青年期での出会いや触れ合いはもちろんのこと、

仲間と協力したり議論したりする場が必要であるというふうに認識をいたし

ております。 

 こうした中で、教育委員会におきましては、平成３０年度から青年交流事業
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を実施しておりまして、町内を拠点として自主的に活動できる若者グループの

設立を目指しまして、交流イベントを定期的に開催をいたしております。 

 この青年交流事業の取組につきましては、上田教育長の方から説明をさせて

いただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）青年交流事業の取組のご質問にお答えいたします。 

 教育委員会では、平成３０年度から青年交流事業を実施しておりまして、町

内を拠点として自主的に活動できる若者グループの設立を目指し、交流イベン

トを開催しております。平成３０年度は２回の開催、昨年度は６回、延べ８日

間開催しまして、バーベキュー、ボードゲームを楽しんだり、たくらかまくら

まつりへ出店のための準備をしたり、ソフトバレー大会への出場などを通し

て、延べ４６人の若者が参加しました。 

 今年度は、はすマラソンボランティアへの参加を通しての交流を計画してい

ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となり、活動ができて

おりません。 

 これからも、出会いや結婚を前面に出さないでサークル的な雰囲気の中で参

加してもらうため、スポーツ大会への出場やイベントでの出店などを計画して

おり、定期的な活動へとつなげていければと考えております。 

 一方、新たな参加者を募るために、区長発送とか成人式でのチラシ配布、ホ

ームページでの募集に加え、フェイスブック等ＳＮＳを活用して情報発信して

まいります。 

 今後は、参加者との話合いの中で、若者の思いを尊重しながら、自らが主体

的に活動する青年交流グループとして立ち上がるよう支援を継続してまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございました。 

 スタートをしまして、まだ二、三年とのことでございますので、今すぐ成果

を求めるということにはならないと思っております。 

 さらに、青年のグループというのは１年ずつ年を取っていくことになるわけ

であります。これからさらに、このグループが発展をしていくためには、今現

在のメンバーが積極的に活動することはもちろんでございますけれども、併せ
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て、常に新しいメンバーを募集する。そのために、今、教育長の方からＳＮＳ

やフェイスブックでの発信等も説明がございましたので、積極的に活用をして

いただきながら、やはり単に義務的に活動をするということではなしに、その

メンバーが社会貢献に携わることのやりがいとか、あるいは楽しさとかをいっ

たものを仲間の中で増やしていっていただくことが必要だと思います。 

 従来から、出会いの場としては、これら社会教育団体での活動を通じての触

れ合う場がかつても多くありまして、それが大きな役割を果たしていたと思い

ます。つきましては、今後も、特にこの新型コロナの関係で出会いの場もつく

りにくくなっているところも特にございますので、さらに今後も、この今のメ

ンバーが新しいメンバーを集めていかれるような努力をしていただくように、

さらにそのメンバーにも努力をしていただくように、教育委員会としても頑張

っていただきたい。これは要望になりますし、私の意見も申し上げて、次の質

問に移りたいと思います。 

 ２つ目の質問といたしましては、中学生の携帯、スマホについてでございま

すが、先日、出張で、通常は車で行きますけれども、都合といいますか、ＪＲ

で行くことがあります。そのときにちょうど、高校生の子供たちが学校が終わ

って帰るときに出くわしたことがございます。 

 従来ですと、その列車の中ではお互いに話をする、あるいはその日に習った

授業の復習をする、あるいはその単語を覚えるとかが主だったように思うわけ

であります。 

 しかし、最近は、その時間帯に乗りますと、どこもかしこもスマホを見なが

ら──細かく何を見ているのかまではチェックは、いわゆるのぞき見はいたし

ませんけれども──しております。私自身もスマホは持っておりますが、列車

の中で私自身は乗るか降りるまで、電話でもかかれば別ですけれども、それ以

外は開くことは全くないわけであります。年代的にスマホを列車の中で見ると

いう年代でないということもありますけれども。 

 ただ、そのことはともかくとしまして、これから勉強していかなきゃならん

子供たちがスマホの画面しか見てない、列車の外の景色も、あるいは乗客との

話もなしという状況に遭遇をいたしております。このことについて、大変、今

後の子供たちの成長において危惧をしているところであります。 

 まず、ほぼ私の孫らも、もう既に中学校を卒業しておりますので、やはりス

マホを持っているわけでありますが、ここの場所は高校の話をしてもなりませ

ん。小学校、中学校の話ということに、教育長にお聞きすることになるわけで

ありますが、このスマホを中心とした生活というのは、高校に入ってから急に

なるものではないと思っております。やはり、中学等でそれらに触れる機会が

そのまま高校にも行くのではないかなと思います。 
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 教育長にお聞きしたいのは、現在、我がこの南越前町の中学校で、実際にど

のように使ってるかまでは把握できないと思いますが、どの程度の割合でスマ

ホを所持しておるのか。それはどうやって調べたのかも含めて、町内外も含め

て、もし把握していることがありましたら、まずお聞かせをいただきたいと思

います。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）それでは、山本議員の中学生の携帯の使用についての

ご質問の中で、まず中学生のスマホ所持の割合についてでありますが、今年の

７月から８月にかけまして、県の教育委員会が行いました「インターネットの

利用等に関する調査」というのがございます。この調査によりますと、町内の

中学生の携帯電話やスマホの所持率は、町内の中学生で当該アンケートに回答

いただいた２５９名中１４０名、割合にしますと５４％となっております。 

 携帯電話の学校への持込みに関しましては、県の教育委員会の方針に基づき

原則禁止にしておりまして、現在、学校で持込みを認めている学校は特にござ

いません。 

 以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございます。 

 今ほど、学校に持込みは基本的に認めてないと。まあまあ必要な場合にはと

いうこともあるのかもしれません。 

 それは置いときまして、もう１点お聞かせをいただきたいと思いますのは、

この約半分以上の子供たちが持っているという現状、そしてさらにこれが進ん

で、高校に入って引き続き持ち続けることに当然なるだろうというふうに思う

んですが、このスマホについては、大変ここ最近、いわゆる持つようになった

ものでありまして、必ずしもスマホの使い方、あるいは事件、事故に巻き込ま

れることのないようにするためには、それ相当の指導を早い段階で進めること

が必要だと思います。 

 この点についての指導について、また指導は学校だけでなく、警察やＮＴＴ

等情報通信事業者なども積極的に活用した指導内容について、あればお聞かせ

をいただきたいと思います。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 
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○教育長（上田康彦君）ただいまのスマホの有効な使い方に関する指導という

ことについてでありますが、学校、中学校では特に授業の中でも行っておりま

す。 

 技術の授業では、インターネットの利用、ネットワークの危険性、情報セキ

ュリティ、利用するときのモラル、人権や個人情報の保護など、幅広い情報教

育を行っております。また、各学校が独自にスマートルールというルールをつ

くっておりまして、スマホの使用時間の取決めだとか、個人情報をそこには載

せないなどの約束事を作成しております。また、年１回には学校行事として、

福井県警察本部の方からネットトラブル教室を実施しております。長期休業前

には、集会等で生徒指導主事や学年主任が全体指導を行ったり、特別活動で担

任が授業したりするなど、中学生が正しくスマートフォンや携帯電話の使用が

できるよう指導を行っております。 

 以上、山本議員への質問に対するお答えとさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございます。 

 我々も実際にスマホを使いこなしているかといいますと、使いこなせてない

と思います。別な青少年育成県民会議等で、いわゆる、その会員を対象とした、

スマホの危険性とか、あるいは取扱いについての研修に参加したことがござい

ます。そんな中では、全く我々も分からないようないろんな危険性といいます

か、マナーといいますか、そういったものがあるという話を聞かせていただい

ております。 

 今後、新しいこういう情報機器に関しましては、保護者に任せておくという

のはなかなか難しかろうなと思います。そういう意味では、専門であります警

察や、あるいはこれらを販売、営業をしておりますＮＴＴなど情報通信事業者

を積極的に活用して、そして子供たちの正しい使い方、そして危険から子供た

ちが身を守るという、その観点から、ぜひこれからも指導を進めていただきた

いと思います。 

 要望を申し上げて、私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて山本 優君の質問を終わります。 

暫時休憩します。 

                          

休   憩 
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〔休憩 午前１１時００分〕 

〔再開 午前１１時１０分〕 

                           

再   開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開いたします。 

 次に、 

 １．Ｗｉｔｈコロナ時代の町の施策について 

 ２番 山本徹郎君。 

〔２番（山本徹郎君）登壇〕 

 

○２番（山本徹郎君）議長のお許しをいただきましたので、発言をいたしたい

と思います。 

 私、ウイズコロナ時代の町の施策についてお伺いをしたいと思います。 

 大きな１問から、あと、細かく続けて３問ほど質問したいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 新型コロナウイルスの第２波と呼べるような感染状況が現在県内で発生し

ております。 

 新型コロナウイルスの特徴として、高齢者、基礎疾患のある方が重症化する

傾向にあります。特に、本町においては高齢者の比率が高く、三世代同居と核

家族の二極化が起きています。また、最近は、家族間感染による罹患率も増加

しています。 

 しかしながら、４月、５月のように緊急事態宣言を発令し経済活動を止める

のは、町民、事業者双方にとって得策ではありません。県内、町内においても、

感染防止ステッカーの貼ってある店舗の利用促進と、県広報誌にも掲載してあ

るように「コロナに負けるな」の気持ちで行かなければならないと思います。 

 コロナウイルスの影響で、ちまたでは、経営悪化する企業や、倒産、廃業す

る企業も多くあります。そうした企業にお勤めの方は、給料の減少もしくは職

を失う可能性も十分に考えられます。また、猶予期間は一定程度あるものの、

税金の遅滞もしくは滞納といった問題も発生します。さらに、町に法人税を納

めている県外企業の工場も経営合理化で撤退するおそれもあります。こうした

厳しい状況が予想される中で、地方からの移住者を増やす施策も実施するべき

であると考えています。 

 新型コロナウイルスの影響で在宅勤務が増え、テレワーク、ワーケーション

の普及により地方移住を考える県外、特に関東方面の方が増えています。実際、
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他市の事例ですが、福井市移住定住推進室に寄せられた県外からの問合せは、

４月から６月で４１件、前年同期は２０件であり、三大都市圏の若い夫婦が多

く問い合わせているようであり、コロナの状況を踏まえ、４０歳未満の単身女

性の就職面接時における交通費補助、４０歳未満の若年夫婦や中学生までの子

供がいる家庭に向けた引っ越し費用の補助を行っております。これは福井新聞

の記事に出ていました。地域おこし協力隊や流動創生と併せて、当町のよさを

県内外にＰＲし、移住を呼びかけるなどのパフォーマンスも必要であると考え

ます。 

 経済面では、コロナウイルスによって町内におけるイベントも軒並み中止に

なるなど、経済的損失も大きいものがあります。同様に、町民の精神的な失望

感の増長、集落内における世代間の交流の機会の喪失などが起きているように

思います。 

 そんな中、国は、ＧｏＴｏトラベルに続く第２弾の事業として、ＧｏＴｏイ

ート事業を９月から順次開始予定であり、コロナウイルスで疲弊した飲食店を

応援するべく、経済を止めないキャンペーンを進めていくようであります。町

内ではＰａｙＰａｙ利用事業なども開始していますが、個人的には、コロナウ

イルスの感染予防をしながら、新生活様式に沿いながら、感染予防が図れる

様々な事業やイベントの実施をお願いしたいと思っております。 

 今後、年内または来年に向けて、町における取組に関し、町長にご所見をお

伺いします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの山本徹郎議員のご質問にお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症は、昨年の１２月に中国湖北省の武漢市において

感染者が確認されて以降、瞬く間に世界中に広がりまして、９月１０日現在で、

ＷＨＯの発表では、感染者は約２，８００万人、うち死者は９０万人を超えた

と言われています。地球的に大流行する病気、いわゆるパンデミックとなった

ところであります。 

 国内においても３月から４月の感染拡大期に、感染拡大防止と医療提供体制

の崩壊を未然に防止するために、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づ

く緊急事態宣言を発するとともに、国民に対しまして、最低７割、極力８割程

度の接触機会の低減を呼びかけまして、感染状況は改善されましたが、社会経

済活動全般にわたって大きな影響が生じることとなりました。 

 福井県においては、４月２８日に１２２例目の感染者を確認して以来、約２
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ヶ月半にわたりまして新たな感染者が発生しませんでしたが、７月１２日に７

５日ぶりとなる感染者が発生し、その後も複数のカラオケ店から集団感染が発

生するなど、感染者は日々増加しておりまして、県として感染拡大警報を発令

いたしまして、県民に細心の注意を呼びかけているところであります。 

町内におきましても、９月３日に２人目の感染者が確認されたところであり

ます。 町といたしましては、改めて、３密、そして大声を上げる環境の回避、

マスクの着用、ソーシャルディスタンスの徹底、多人数での会食の自粛など、

新しい生活様式の実践、さらには、県民行動指針に基づいた行動を町民の皆様

に呼びかけたところであります。 

 そこで、山本徹郎議員のご質問の感染拡大防止と社会経済活動の両立を前提

とした町内事業者の支援、地方からの移住を促進する施策、感染予防を図りな

がらの様々なイベントの実施等々でございますが、ご指摘のとおり、感染拡大

防止というブレーキと、そして社会経済活動の継続というアクセルを同時に踏

みながら、この未知のウイルスに立ち向かっていくことが重要であるというふ

うに思います。 

 ただ、今まさに、第２波の真っただ中でありまして、重症化リスクの高い高

齢者の感染率が高いことや、秋から冬にかけてのインフルエンザの流行期にお

ける医療提供体制の確保、拡充、さらには、このウイルスに有効なワクチンや

治療薬の開発、そして確保が待たれるところでもありますので、人命並びに健

康を第一に考え、慎重に判断をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）続きまして、インフルエンザワクチンの接種についてお

伺いします。 

 まさに今、今秋から冬にかけてインフルエンザとコロナが同時発生する可能

性が指摘されていますが、町内では、高齢者には予防接種費用の助成があり、

子供たちは無料接種となっております。 

 民間においても企業負担など一部の優遇策はありますが、その他の町民に向

けた予防接種費用の助成について考えてはいないのか、お伺いをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまのインフルエンザワクチンの接種でありますけ

れども、新型コロナウイルス感染症とのインフルエンザの同時流行が懸念され



 - 37 - 

る中、臨床の症状だけでは両者を鑑別することはなかなか困難であります。そ

こで、インフルエンザの発症と重症化をできるだけ減らすということが求めら

れております。 

 このような状況の中で、インフルエンザワクチンの需要が高まる可能性があ

ります。また、今、厚生労働省よりワクチンの製造業者に対しましてできる限

りの増産を依頼して、今年の冬のインフルエンザワクチンの供給量は昨年より

７％多く、使用量との比較では１２％多く見込まれております。 

 高齢者へのインフルエンザ予防接種は重症化防止に大変効果がありまして、

インフルエンザに加えまして新型コロナウイルスへの対応も求められる医療

機関への負荷を軽減する観点からも、高齢者のインフルエンザ予防接種が強く

推奨されるところであります。また、集団生活によりまして家庭内にウイルス

を持ち込む可能性がある小さい子、小児の集団感染を予防するということも極

めて重要であります。 

 南越前町におきます令和元年度のインフルエンザ予防接種の接種率であり

ますけれども、高齢者が６３％、子供が６８％であります。昨年よりワクチン

の使用量が１２％増えたとしても、さらに６８０件分の接種が可能となりま

す。 

 この限られたワクチンを効果的に活用するために、高齢者の集まる場所での

早めの接種の周知、そしてまた、保育所や学校等の関係機関との連携によりま

して、現在助成しております高齢者及び子供の接種率向上、優先的にといいま

すか、そういう接種率向上に努めていきたいと思っております。 

 なお、厚労省は、かかりつけ医の地域の身近な医療機関で、必要に応じて新

型コロナウイルス感染症の検査を受けられる体制を今年の１０月中をめどに

整備するとしておりまして、今後、一部の医療機関では、インフルエンザと新

型コロナウイルス感染症の検査を同時に実施することも可能となる見込みと

なっております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）続いて、移住についてお伺いをいたします。 

 現在、コロナ禍の中、人が密集する都市部から地方の移住を検討する人が増

えていると思われます。もちろん地域おこし協力隊、流動創生と、現在も協力

して頑張っておられますが、より、このコロナ禍の中で積極的に都会のほうに

アプローチを仕掛けて、また新たな移住支援策というものは考えておられない

のか、取組はないのか、お伺いします。 
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○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの３点目の移住についてお答えをいたします。 

 南越前町はこれまで、移住促進の取組として、地域おこし協力隊を９名受け

入れておりまして、移住に関する情報発信等のほか、都市の若者が南越前町に

訪れて地域を知っていただくことの取組や、町外の方が地域に関わる様々なイ

ベントを実施してまいりました。 

 このような取組の中で、昨年度は、若いご夫婦１組が南越前町に移住された

ほか、１家族が町内に土地を購入して移住に向けた準備を進められておりま

す。数としては多くありませんが、これまで南越前町にゆかりのなかった方が、

町に魅力を感じて町での暮らしを選択されたことは、大変うれしいことだと思

います。このようなケースを増やしていけるよう、地道に、また丁寧に、取り

組んでいくことが大事でありまして、また、移住された後の暮らしが魅力ある

ものになるよう、総合的な暮らしの満足感を南越前町として高めていきたいと

考えております。 

 新型コロナウイルスの感染拡大をきっかけに、暮らしの在り方、働き方を考

える方が増えている状況を的確に捉えつつ、これまでの町の取組を生かし、感

染拡大の状況を踏まえながら、南越前町の魅力をさらにＰＲしていきたいと考

えております。 

 詳細につきましては、担当課長の方から説明させていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）関根観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（関根將人君）現在の移住政策につきましては、移住の

促進に加えまして、関係人口の創出・拡大という新しい視点を加えました二本

柱で取り組む方針が、令和元年度に策定されました国及び県の第２期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略でも示されております。本町の総合戦略にも記載して

ございます。 

 関係人口の創出・拡大とは、地域との関わり合いのない方がすぐに移住を選

択することは難しく、まずは多様な形で地域に関わるといった、地域とのつな

がりを築いていく取組が重要であるという認識のものでございます。 

 南越前町では、全国に先駆けまして、関係人口にかかる取組を実施しており

ます。５年間で約３００人の都市の若者たちが来町していただいてございま

す。また、昨年度は、内閣府地方創生推進事務局からご視察を受けたほか、国

土交通省のライフスタイルの多様化等に関する懇談会でも、先進事例として取

り上げていただいております。 
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 今年度もさらなる展開を予定してございましたが、新型コロナウイルスの感

染拡大によりまして人の移動に大きな制約がかかりましたので、現在は、都市

をはじめ県外からの来町を積極的に呼びかけることは非常に困難であると考

えてございます。 

 しかしながら、議員ご指摘のとおり、地方移住をはじめ、地方の暮らしへの

関心が高まっている状況でございます。南越前町では、４月から８月までの間

に移住相談は３件ございました。そのうち１件は、具体的に移住をご検討され

ております。２件につきましては、５年後などの長期的な視点で検討されてお

ります。 

 県内他市町におきましても、新型コロナウイルスの感染拡大に伴いまして、

積極的な移住のＰＲは控えている状況でございますけど、オンラインを活用し

た移住相談、また情報発信など今できる方法を活用するとともに、社会、地域

の状況を見極めながら、新たな移住支援策にも柔軟かつ適切に取り組んでまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）続いて、イベントについてお伺いをいたします。 

 本来、地域の商工団体や観光協会、地区団体の要望による開催が理想的です

が、コロナ禍の中では会合もままならないため、難しい状況にあると思います。 

 町主体で、子供たちや町民の皆様に対し、コロナに負けないように、感染予

防対策を図った上で、希望が持てる、勇気が出せるイベントを企画できないも

のでしょうか。例えば、シークレット花火やドライブインシアター等、各市町

でも開催されているようですので、本町でも実施する考えがないのかをお伺い

します。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの４点目のイベントについてお答えをいたしま

す。 

 今庄そばまつり、そして河野夏まつり、はすまつり、この南越前町の三大イ

ベントをはじめ、例年開催しておりました様々なイベントについては、新型コ

ロナウイルス感染症対策として、会場に来場されるお客様と関係者の皆様の安

全、安心を第一に考えまして、中止という形でさせていただきました。 

 加えて、各種団体の催事や地域活動も制限を受ける中、多くの皆様が外出を
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控えることで住民交流の機会が減少していることは、住民主体のまちづくりを

進める上で大変憂慮する事態と認識をいたしております。 

 このような状況の中、徹底した新型コロナ感染予防対策を講じることを条件

に、町内の某所で県内企業、そしてまた青年会議所等が主催する打ち上げ花火

とかランタンの打ち上げなどが計画されまして、一部は既に実施をされており

ます。また、来月には、今庄地区で恒例の宿の市が計画されていると聞いてお

ります。 

 このように、各種団体や地域が自発的に開催するイベント等については、実

施内容を精査させていただき、町としてもしっかりご支援できることを模索し

ていきたいと思います。 

 町主催のイベント開催につきましても、新しい生活様式の中で県民行動指針

を遵守し、感染拡大防止対策を十分講じた上で、町民の皆さんに希望と勇気を

与える事業展開を検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）じゃ、最後になりますけれども、小中学校についてお伺

いをいたします。 

 第１波時には長期休校を余儀なくされましたが、今後、県が緊急事態宣言を

発令した場合、授業日数がぎりぎりになると思いますが、近隣市町に歩調を合

わせて休校するのか、各自治体に判断を任せられているならば町内全てを休校

にするのか、校区または学校単位で休校にするのか、細かくお伺いします。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）それでは、ただいまの山本議員の小中学校についての

ご質問にお答えいたします。 

 国の新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態措置は、各都道

府県単位で行われますが、学校教育活動の実施の可否や在り方は、生活圏にお

ける蔓延状況により、学校設置者として判断することが重要であると考えてお

ります。 

 この臨時休業は緊急事態措置の一つの選択肢であり、県の緊急事態措置等を

前提としつつも、町内の蔓延状況や学校内の感染状況を把握しながら、福井県

丹南保健所、学校医等と連携し、また近隣の市町の動向も鑑みながら、総合的

な観点から、町内全体あるいは中学校区単位、または学校単位で臨時休業を行



 - 41 - 

うといった判断をすることが必要だと考えています。 

 具体的には、ある児童生徒が濃厚接触者となった場合、まず当該児童生徒を

出席停止措置とします。また、陽性者となった場合は、その児童生徒が在籍す

る学校を一定期間休業とし、学校内の消毒や濃厚接触者のＰＣＲ検査を実施

し、その結果を踏まえ、関係機関等と協議し、学校再開の時期を判断すること

となります。 

 なお、先般、福井市内の小学校において陽性児童が判明した際には、その学

校の４日間の休業措置を講じております。 

 以上、山本議員のお答えとさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）今、喫緊の課題であろう質問をさせていただきました。 

 最後になりますが、「コロナに負けるな」の横断幕がこの役場庁舎にも張っ

てあります。 

 最近は、コロナ感染症というよりも、どうも誹謗中傷を恐れての自粛が続い

ているように思います。ワクチンが出来ても安心して打てるかなと思うと、私

自身もちょっと心配です。感染を防ぐようなワクチンは数年かかるとも言われ

ておりますので、やはりここは、町民一人一人、感染予防対策を取り、自己判

断と自己責任で行動していくことが大事かなと私自身は思っておりますが、最

後に、町長、一言ございましたらご答弁をお願いします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）いずれにいたしましても、この新型コロナウイルス感染

が一日も早く終息するように、国、県並びに医療機関、そしてまた町民の方々

と共に、一丸となって取り組んでいきたいと思いますので、また皆様方のご協

力をいただきたいと思います。また、感染者、また濃厚接触者、そしてまた医

療機関の関係者に対しての誹謗中傷、差別を行わないように、町民の皆様にも

ご理解、ご協力をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○２番（山本徹郎君）じゃ、以上で私の質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて山本徹郎君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。 
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休   憩 

〔休憩 午前１１時３５分〕 

〔再開 午後 １時００分〕 

                           

再   開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開いたします。 

 次に、 

 １．観光対策について 

 ２．成人式について 

 ３番 大浦和博君。 

〔３番（大浦和博君）登壇〕 

 

○３番（大浦和博君）午後のトップバッターとして、議長からお許しを得まし

たので、通告に従い一般質問させていただきます。 

 今年に入ってから今日まで、日本国内はもとより全世界でコロナウイルスに

伴う感染予防、拡大防止対策に取り組んでおりますが、なかなか収束が見えて

こない現状であり、国内での感染者も５月、６月と若干少なくなりましたが、

７月に入り、大都市、さらには全国に広がり、また多くの感染者が出始めまし

た。 

 県内でも、東京、大阪をはじめ沖縄に往来した方々が帰省してから発症者が

少しずつ増え、今はカラオケ店でのクラスター感染者が増えている現状です。 

 そして本町におきましては、３月に１名の感染者がありましたが、その後、

感染者はございませんでした。町民一人一人がうつらない、うつさないに取り

組んできた成果であり、町民の皆様をはじめ、また職員の皆様に敬意を表する

ものでありますが、先日、約半年ぶりに感染者が出ました。これは決して感染

者の皆様を誹謗中傷するものではございません。誰もが感染するおそれがある

とのことであり、感染された方々にお見舞いを申し上げます。そして、医療従

事者の皆様には心より感謝申し上げますとともに、感染者の皆様の回復と感染

者が最小限で収まることを願っております。 

 それでは、観光対策について幾つか質問させていただきます。 

 本町のコロナ対策事業は、国からの交付金の増額もあり、その主な事業は、

今庄・河野診療所の水道水の自動化、器具購入をはじめ、オンライン対応シス

テム化や、児童生徒一人一人にタブレットを貸与し、再び学校が休業した場合
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には、オンライン授業で対応するものであります。 

 また、観光事業を見ますと、事業者に対し検温器や自動噴霧器の補助を実施

しております。この検温器や自動噴霧器の整備は、お客様が安心して施設を利

用することができ、非常によい取組だと思います。そして、この取組は、地域

全体の施設が行うことにより、お客様からこの地区は安全だとの安心感が得ら

れると思います。 

 そこで、取り組んだ施設割合を地域ごとにお伺いします。 

 さらに、小規模事業者に対し、小規模事業者応援給付金、電子決済ＰａｙＰ

ａｙで支払いすると特典がつく消費活性化ポイント付与事業があります。聞く

ところによりますと、この消費活性化ポイント付与事業、河野地区は９月１７

日からとのことですが、町内全域がこの日からなのかどうか。町内全て９月１

７日からであるならば、２か月間の１１月１６日まで延長してはどうかと思い

ますが、伺います。 

 また、１１月６日からカニ漁が解禁され、多くの観光客が来ると思われます。

それについては、観光誘客促進業務委託料のＱＵＯカードプレゼントがあり、

この事業で来客増加を図ると思われますが、県内外への周知をどのように考え

ているのか伺います。 

 そして、国のＧｏＴｏトラベルを見ますと、旅行代理店を経由する場合、宿

泊費はもとより、航空、鉄道、バス、高速道路、タクシー等の交通費も対象と

なりますが、直接宿泊施設に申し込んだ場合は宿泊費のみが対象で、交通費は

対象外です。この対象とならない交通費に対しての助成は考えられないか。も

ちろん県にも協力していただければと思いますが、その考えをお伺いします。 

 また、日帰りの場合も対象となりますが、これは旅行代理店を経由しなけれ

ば対象とはなりません。本町の観光連盟には旅行代理免許取得者が在中してい

ると思います。そして本町には、北前船主の館と、先日登録されたトンネル群

の２つの日本遺産をはじめ、多くの観光施設があります。これらを組み合わせ

て、町内のどこかで食事する日帰りパッケージを組むことで対象にならないの

か。対象になるのなら、実施できないのか伺います。 

 幾つかお伺いしました。ご答弁をお願いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの大浦議員の一般質問の１点目の観光対策につ

いてお答えをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大は、地域の観光業をはじめとする多くの商
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工事業者が大きな影響を受けております。 

 事業者の健全な経営は地域経済の根幹をなすものでありまして、地域の活力

の源でもあります。このような実情に鑑みまして、当町に国から示された第１

次、第２次を合わせた交付限度額３億８，３６５万１，０００円の新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用しまして、７月補正予算におい

て２２の事業２億１，１７１万１，０００円の施策を打ち出しまして、現在展

開しているところであります。また、追加事業としまして、９月補正予算案で

８つの事業１，３３６万７，０００円をご提案いたしております。 

 商工・観光関係事業としましては、商工会感染予防対策支援事業など７つの

事業８，１２３万７，０００円を実施、もしくは実施に向け準備中であります。

年度早々に南越前町商工会が実施しました飲食店等活性化事業、いわゆる山海

里の応援弁当につきましては、実施期間中に約３万個のご利用をいただきまし

た。また、南越前町小規模事業者応援給付金は８月２５日現在、１１５事業者

１，１５０万円の申請をいただき、先月末に交付させていただきました。 

 まだ感染拡大の収束時期は見通せませんが、町内の観光需要の維持、拡大を

図るために効果的な施策にさらに取り組むとともに、感染防止に向け、事業者

の皆様方におかれましては、感染防止徹底宣言のステッカーを掲示するなど、

来店者や住民の方に対しまして安全、安心な取組を発信していただきたいと思

っております。 

 詳細につきましては、担当課長から説明申し上げます。 

 

○議長（秋田重敏君）関根観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（関根將人君）ご質問の商工会感染予防対策支援事業に

つきましては、８月末現在で町内１０２の事業者の皆様方に取り組んでいただ

いております。地域別の割合でございますけど、南条地区が約２４％、今庄地

区が３９％、河野地区が約３７％でございます。 

 次に、消費活性化ポイント付与事業につきましては、町内対象店舗で９月１

日から実施しております。１０月３１日までの２か月間でございます。この期

間中、ＰａｙＰａｙご利用額の最大２０％、１回当たり１，０００円、１か月

の限度が１万円相当のポイントを付与させていただくことになってございま

す。 

 また、越前ガニシーズンに合わせまして、南越前町宿泊客誘客促進事業を１

１月１日から来年２月末日までの間、南越前町観光連盟が事業主体となりまし

て展開することになっております。この事業の周知方法につきましては、観光

協会をはじめ関係団体と十分協議させていただき、旅館、民宿業を営まれてい
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る皆様方と力を合わせて共に取り組んでまいる所存でございます。 

 次に、国のＧｏＴｏトラベルご利用者に対する交通費のご支援でございます

けど、ＧｏＴｏキャンペーンの制度上の取扱いの可否につきまして、十分調査

研究してまいりたいと思います。 

 また、南越前町の日本遺産を巡る日帰りツアーにつきましては、南越前町観

光連盟が主催し、１１月中の催行に向け現在、準備中でございます。 

 以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）感染予防対策支援事業、町内全体で取り組んでいただい

たこと、お客様も、南越前町はどこでも安心して訪れられるとの思いを持って

くれると思います。 

 宿泊客誘客促進事業、ＰａｙＰａｙの利用ですが、それについては、南条・

今庄地区が９月１日から実施しているのであるならば、ここだけ延ばすことは

無理だと思います。そして、なぜ河野地区が遅れたのか。それは手続上の問題

だったとの説明であり、河野地区の皆様もご理解を願いたいと思います。 

 ＧｏＴｏトラベル、交通支援ですが、なかなか難しいと思いますが、県、そ

して町が少しでも助成していただければ、お客様の負担も軽減し、喜ばれ、来

客が増えるのではないかと思いますので、ご検討をお願いします。 

 そして、先日報道がありましたＧｏＴｏトラベル事業の地域共通クーポン制

度、これを国は１０月１日から実施するとの報道がありました。クーポンは当

日だけの期限付であり、訪れた県、そしてその隣接する県で利用できますが、

この制度を活用して町内のお土産を買ってもらうようにする。例えば町が幾ら

かのクーポンを出す、そしてそのクーポンの利用を町内に限定すれば、国から

のクーポンと併せて地元で消費するのではないかと考えられます。これもぜひ

ご検討をお願いいたします。 

 また、町内の日本遺産を巡る日帰りツアー、１１月中に準備しているとのこ

と。本当によかったです。今後、関係者と十分協議して、喜ばれる事業になる

よう期待しております。 

  次に、成人式についてお伺いいたします。 

 コロナ対策の一環として、本年度の全てのイベントが中止になりました。こ

の対応について、町民は理解してくれていると思います。 

 しかし、来年１月の成人式・成人のつどいをどのように考えているのか。成

人式は、大人への仲間入りとして、一生に一度の記念すべき式典であります。

このため、紋付袴や晴れ着での参加者が多く、ほとんどが貸し衣装での対応で
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はないかと思われます。そのため、開催の有無を早く望む声があるのではない

でしょうか。実行委員会もあり協議していると思いますが、町独自の開催方法

を見い出し、早く結論を出してほしいと思います。 

 密閉、密集、密接、さらには県外からの帰省者等の対応をどのように考えて

いるのか、お伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの大浦議員の成人式についてのご質問にお答え

いたします。 

 今年の成人式に関しましては、令和３年の１月１０日、日曜日の午後１時か

ら南条文化会館において実施を予定しております。 

 安心して出席していただけるように、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止対策に万全を期したいと思いますし、３密を避けるために保護者の会場へ

の入場はご遠慮いただきたいと思っております。また、招待する来賓、そして

また恩師も減らしていきたいということで検討しております。さらに、この時

間を短縮するためにアトラクションを中止したい。そしてまた、集合写真撮影

も事前整列を行ってまいりたいと思っております。 

 一方、招待する成人でありますけれども、例年どおり、南越前町の住民基本

台帳の登録者に加えまして、町内の中学校を卒業した者と考えております。そ

のため、住所地を問わず招待をしてまいりたいと考えておりますけれども、福

井県が不要不急の往来を控えるよう注意を呼びかけている都道府県に居住し

ている方の参加については、十分な、これから協議と検討を重ねていきたいと

考えております。 

 南越前町としては、何としても成人式を実施してまいりたいというふうに考

えておりますが、コロナ禍の中で、国なり県なりの、また緊急事態宣言等、や

むを得ず中止せざるを得ない状況になることもご理解をいただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）前向きに実施を考えており、安心いたしました。 

 もうどの自治体も、コロナ感染対策等の対応で大変だろうと思います。参加

者全員のＰＣＲ検査の実施も難しい問題であります。そして、３密対策でアト

ラクションもなく寂しさもあると思いますが、参加者が心に残るすばらしい本
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町独自の式典、例えば実行委員会で協議し、どなたか有名な歌手にお願いして

オンライン生出演してもらい、参加者にエールを送ってもらうなど、難しいと

は思いますが、逆に今なら実現の可能性もあるのではないかと思いますが、ご

検討をお願いいたします。 

 以上、お願いばかりでしたが、ご検討をよろしくお願いいたしまして、私の

一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて大浦和博君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．新型コロナウイルス感染症対策臨時休業に伴う学校教育への影響につい

て 

 ８番 加藤伊平君。 

〔８番（加藤伊平君）登壇〕 

 

○８番（加藤伊平君）それでは、私は新型コロナウイルスにつきまして質問さ

せていただきます。 

 この新型コロナウイルスは、各地のいろんな方面で大変大きな影響を及ぼし

ておりますが、私は当町の学校現場への影響について幾つか質問させていただ

きます。 

 当町の小中学校は、国からの要請により３月２日から春休みまで臨時休業い

たしましたが、新年度に入ってからも臨時休業は延長され、当町では、５月２

１日の簡略された入学式や登校日を経て、６月１日から授業が再開されまし

た。例年に比べほぼ２ヶ月、ケーブルテレビによるオンラインでのわくわく授

業を除いて、学校では授業は行われておりません。 

 学校行事は省略され、夏休みも短縮されていますが、２ヶ月というと長い期

間と思います。１年間の所定の授業はどのように確保される予定ですか。特に

本県でも市町によって夏休みの期間が異なる市町があるため、中学３年生の高

校進学に不利がないか心配する声もあります。お尋ねをいたします。 

 次に、これまでの授業日数、授業時間については、夏休み、冬休みのほか、

遠足や運動会、その他学校行事については、児童生徒の学校生活のリズム、バ

ランスを考慮して行われていたものであり、余裕のあるものではないと思いま

す。長いコロナ休業を経て、夏休みを短縮して、本年のように特に暑い夏の登

校は、児童生徒の負担も大きいと思います。児童生徒の学校生活への影響と対

応はどのようになっていますか。お尋ねをいたします。 

 次に、先生方の長時間労働対策、働き方改革については、昨年からようやく

少し始まった感じですが、今年のこのコロナ禍では、休業による学びの取戻し
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に加え、児童生徒の体調把握、校内の消毒などの感染対策が加わり、負担は確

実に増えております。こうした負担増に対する対応は、県、国にも求められま

すが、当町ではどうしていますか。お尋ねをいたします。 

 次に、この臨時休業によるオンライン授業をきっかけに、国は、これまでも

あったＧＩＧＡスクール構想を一気に進めようとしております。 

 当町でも、児童生徒１人１台のタブレット端末７７０台の購入、学校内高速

大容量ネット回線の整備や、未整備家庭へのＷｉ－Ｆｉルーター整備などの補

正予算を７月の臨時議会で可決いたしました。 

 児童生徒が情報端末に接する機会が早くなり、多くなることは結構なことで

はありますが、家庭、個別でも端末学習が増えると一方向授業になりがちで、

なじめない子供もいるのではないかと思います。教える先生も、これらに苦手

な先生、スキルアップが必要な先生もおられるのではないかと思います。 

 また、若者が簡単に知らない社会と接することによりＳＮＳ被害、犯罪も無

数に発生しております。 

 これらの対応はどうなっているか、お尋ねをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの加藤議員の新型コロナウイルス感染症対策臨

時休業に伴う学校教育への影響についてのご質問にお答えをいたします。 

 南越前町といたしましては、これまで、４月の補正予算以後、児童生徒１人

に１台のタブレット端末の購入費用、そしてまた、スクールバスの児童生徒の

分散による増便の費用、感染症予防対策用の備品購入費用など、学校関係で総

額１億１，９５６万２，０００円を新型コロナウイルス感染症予防対策の費用

として投じてまいりました。 

 なお、今回の加藤議員のご質問の学校の運営に関する事項につきましては、

上田教育長の方からお答えをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）それでは、加藤議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の授業時間の確保についてでありますが、本町では、年間の授

業日数を確保するため、夏季休業期間を８月８日から８月１８日までの１１日

間とし、通常の夏季休業期間と比べて３０日間短縮いたしました。 

 例年の年間授業日数については２００日前後でありますが、この夏季休業期
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間の短縮により、今年度は１８６日の授業日を確保する予定でございます。こ

の日数は、１日５時限の授業とか６時限授業を組み合わせていくことにより、

文部科学省が示しています年間標準授業時数１，０１５時間は確保できる日数

となっております。 

 また、各学校では、授業開始の遅れを考慮しながら年間指導計画を見直し、

年度末や高校入試等を見据えた上で授業を進めております。現段階では、全て

の学校において学習の遅れをほぼ取り戻している状態にあるとの報告を受け

ております。特に中学３年生に対しましては、各学校とも補習が始まっており

まして、高校進学に向けて万全の体制で臨んでいる状況でございます。 

 次に、２点目の児童生徒への休業のしわ寄せについてでありますが、夏季休

業期間の短縮による児童生徒の心身の負担は、例年より大きかったものと考え

ております。そのため、各学校では、授業時間や時程等を工夫し、少しでも負

担が減らせるよう努力してきました。特に、夏休みの宿題については、各学校

に極力減らしてもらえるよう依頼し、実施していただきました。その甲斐もあ

ってか、夏休み明けの欠席者数が例年より少なくなっている学校も複数ありま

した。 

 さらに、熱中症対策といたしまして、２学期が始まりました８月１９日から

８月２８日までの間で、高温注意情報が発令され、かつ、学校長が必要と判断

した場合において、下校時に、徒歩通学による低学年の児童を対象に、町の公

用車にて自宅付近まで送迎を行いました。現在では各学校とも、運動会や体育

祭、文化祭等の時期で、準備や練習などに意欲的に活動している児童生徒が多

いと聞いております。 

 次に、３点目の先生方へのしわ寄せについてでありますが、児童生徒の健康

管理に関しましては、新型コロナウイルス感染症を予防することにより生じ

た、暑さの中でのマスク着用による熱中症対策や、給食等における衛生管理の

徹底、毎日の校内消毒作業など、教職員への心身の負担はかなり大きなものと

なってございます。さらに、休み時間等にも児童生徒が３密にならないように

配慮するなど、心身ともに疲弊感が増大していると考えております。 

 そこで、本町では、７月の補正予算で計上いたしました学校内の除菌作業業

務の一部をシルバー人材センターに委託し、実施しております。また、これま

でと同様、特別支援教育支援員、学校運営支援員、部活動指導員等の人的配置

や、学校ＩＣＴの活用による業務改善などで人的あるいは物的な支援を行い、

少しでも教職員の業務負担を軽減できるよう努めていきたいと考えておりま

す。 

 ４点目のＧＩＧＡスクールのソフト面での対応についてのご質問について

は、事務局長から回答させていただきます。 
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○議長（秋田重敏君）坂井教育委員会事務局長。 

 

○教育委員会事務局長（坂井浩伸君）ＧＩＧＡスクールのソフト面での対応に

ついて、お答えさせていただきます。 

 現在、国のＧＩＧＡスクール構想の実現が新型コロナウイルス感染症対策に

より実現に向けて加速化しており、本町においても国の補助を受けまして、校

内の通信ネットワークの整備やタブレット端末機器等の整備を進めておりま

す。 

 ここで加藤議員ご質問の、児童生徒がタブレット端末に接する機会が増える

ことで家庭学習や個別学習の機会が増え、一方向の学習形態になじめない児童

生徒がいるかもしれないという点についてでございますが、コロナ禍における

タブレット端末を活用した学習方法の一つとして、本物の授業に近い形で学校

と家庭をつないで行う遠隔授業というものがございます。この遠隔授業は、同

時双方向の通信により実際の授業に近い形での授業が可能となっており、これ

に対応できるよう、通信環境が整っていない家庭向けのモバイルルーターの整

備や通信帯域の確保を現在進めているところでございます。 

 また、先生方のスキルアップについてでございますが、これまでもＩＣＴに

関する教員研修を実施しておりますが、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け

て、端末等の導入時、さらに導入後につきましても継続的な研修を実施してい

きたいと考えています。実施に当たっては、新型コロナウイルス感染症予防対

策を徹底しながら実施してまいります。 

 次に、ＳＮＳ被害やインターネットに関する犯罪についてでございますが、

今回の整備する端末には、フィルタリングソフトウエアを導入することで学習

に必要のないサイトにはつながらないよう設定を施してまいります。一方で、

小学校においては社会科、中学校においては技術・家庭科の授業の中で、イン

ターネット上のトラブルや情報モラルに関する授業を行っております。さら

に、福井県警察本部と連携して、ＳＮＳ被害をはじめとするインターネット上

のトラブルについての教室を実施し、啓発に努めております。 

 以上、加藤議員の一般質問に対するお答えとさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）加藤伊平君。 

 

○８番（加藤伊平君）ありがとうございました。 

 タブレットの購入につきましては、この議会に購入の契約締結の議案が提出

されておりまして、近いうちに子供たちにもタブレットが一台一台届くのでな

いかと思います。よその市町ではまだそこまで作業が進んでない市町もあるよ
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うでして、当町の素早い対応、あるいはまた、こういうときになりますと細か

く、やっぱりお金が要るわけでして、町長の配慮と言うとあれですけれども、

予算措置に敬意を表したいと思います。 

 教育委員会は、コロナに加えて、中学校の統合の課題もこれからありますの

で、ひとつ当町の子供たちのために一層努力していただくことをお願いして、

私の質問を終わります。 

  

○議長（秋田重敏君）これにて加藤伊平君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．本町の病児・病後児の児童の対策について 

 ２．本町の宅地政策について 

 １２番 平谷弘子君。 

〔12番（平谷弘子君）登壇〕 

 

○１２番（平谷弘子君）議長の許可をいただきましたので、これより私、９月

の一般質問をさせていただきます。 

 １つ、本町の病児・病後児の児童の対策について。 

 ２つ、本町の宅地政策について。 

 では、まず１問目、本町の病児・病後児の児童の対策について。 

 本町の病児・病後児の児童の対策については、今年は新型コロナ対策で世界

中がその対策に追われている中、疲弊し、今年は東京オリンピックでさえ延期

を余儀なくされた現状で、我が国においても、まだまだ先が見えないことは言

うに及ばず、本町においても、町長はじめ副町長、理事の皆様も大変な思いを

されているのは、私たち町民も素直に敬意を払っている次第でございます。 

 そうはいっても、３密を回避しながら日々生活していかなければならないの

であります。そこで、本町の病児、病後の児童について、この福井県の中でも

少子・高齢化が著しい我が町で、貴重な子供たちを守らなければならない義務

も生じております。そこには本町の財源も考慮しながら、今現在、越前市や鯖

江市、斎藤病院にお世話になっていると聞き及んでおりますが、今後は医療費

と同様、窓口負担ではなく本町で直接支払いをお願いしたく、町長の簡潔で明

快なる答弁をよろしくお願いをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの平谷議員の本町の病児・病後児の児童の対策
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についてお答えをいたします。 

 議員ご指摘のとおり、本町には病児・病後児の保育を行う、こういう施設が

ありません。近隣の市と委託契約を交わしまして、その市町の病院等に併設さ

れております病児・病後児の保育施設を利用しているのが現状であります。 

 施設を利用した場合、本町から委託先へ１人１日当たり４，３６０円を支払

うとともに、利用された方は、利用料金として別途２，０００円を支払う制度

となっております。 

 今年度からの新制度として、この利用料金の２，０００円の半分、１，００

０円を助成する制度を設けております。一旦、施設の窓口で利用料金をお支払

いいただき、後日、役場へ申請することで、２分の１の１，０００円を返還す

る償還払い方式となっております。 

 なお、今年の９月以降につきましては、第２子以降の未就学児、幼稚園まで

の子ですけれども、この子供たちについては、県の２分の１の補助がつきまし

て、町が２分の１を負担をし、利用者の負担というのはゼロになっております。 

 平谷議員がおっしゃいます利用者の利用料金負担をなくすことにつきまし

ては、町内に病児・病後児の保育施設がない中で、子育て世帯の支援の意味は

非常に有用な施策であるというふうに考えますので、来年度から取り組んでい

きたいというふうに思っております。 

 また、利用者負担金の無料化を行う場合、その方法として償還払い方式では

なく窓口の無料方式にすることについては、委託先である市、そしてまた実際

に事業を実施している医療機関、施設との協議が必要となってまいりますが、

窓口の無料方式とする方向で積極的に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）平谷議員。 

 

○12番（平谷弘子君）じゃ、ちょっとお聞きしたいのですけど、これは課長に

なろうと思うのですが、昨年度、実際、本町で診てもらってる方、病児・病後

児の利用状況と、また委託料の金額、大体どれぐらいなんですか。よろしくお

願いします。 

 

○議長（秋田重敏君）西村保健福祉課長。 

 

○保健福祉課長（西村成男君）お答えいたします。 

 令和元年度の病児・病後児保育の利用状況につきましては、越前市の施設の
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利用が年間で延べ５９人、鯖江市の施設の利用が年間で延べ７人の合計６６人

となっております。 

 また、それら利用に伴います委託料につきましては、年間３２万３，０００

円の支払いとなっております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）平谷弘子君。 

 

○１２番（平谷弘子君）金額にして、これ恐らく今、コロナの関係で人数が少

なくなってると思うんです。その一方で、やはりよく考えていただきたいのが、

医療費のときも他の関連市町との関係があるから、こちらで一括で支払うのは

よその事情によって違うと聞いてはいるんですけれども、今、現実に、私も施

設の一つにもお聞きしたところ、やはり町とか市から直接支払ってもらった方

が施設としては楽とのお答えもいただいております。課長、どうかぜひ、その

辺のところを踏まえていただきまして。 

 前も、医療費の問題もそうだったのですけれども、よそでは、自分ところで

５００件はまだ持たなあかんところとか、いろんなところがあります。医療費

についても、本当に南越前町は町長のおかげで一番に高校３年まで無料化とい

うことを打ち出していただいております。やはりそれは父兄にとりましても、

本当に助かったというお声をたくさん聞いておりますので、たった５００円、

１，０００円ではありますけれども、ぜひともそれに関係したところとしっか

りと、実際に一生懸命その市町と課長の方に交渉していただきまして、必ずや

立替払いはないと、みんな南越前町の父兄が安心して預けられるところをよろ

しくお願いをしたいと同時に、本当に、うちで抱えてしまいますと保育園の先

生とかいろんな人を雇わなあかんことになるのです。その前に、また箱物を造

らなあかん。箱物やったら１，０００万や２，０００万すぐ飛んでいきますの

で、今の現状で何とか各父兄さんが安心して働けるような格好に持っていって

いただければ。非常にいい回答であったと思います。どうか今後ともよろしく

お願いをいたします。 

 次に、２つ目ですが、本町の宅地政策について。 

 本町所有の宅地について、私自身、２町１村時代より議場にて町民の皆様の

代弁者として貴重な機会を与えられることに感謝しながら、与えられた仕事に

邁進させてもらっております。それゆえに、今回、本町の宅地について調べさ

せていただきましたところ、合併前からの宅地で、河野地区の王子根団地が４

区画、丸山団地がまだ１１区画、販売されずに残ったような状態であります。 

 岩倉町政になり、町長、副町長は先を見据えて、１５年、２０年後の本町に
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危機感を持たれあらゆる機会に訴えられ、今現在も、先頭に立って人口増を願

い、旧南条第二保育所と南条保育所、そして湯尾、あらゆる宅地施策に取り組

まれていることは承知をしております。 

 そこで、さきに述べました本町の宅地の処分に対し、少しでも人口増につな

がるように、私は本当に切に願っております。町長の簡潔で、また明快で大英

断の答弁をよろしくお願いをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの第２点目の本町の住宅政策についてお答えを

いたします。 

 町では、人口減少に歯止めをかけまして、住宅政策を総合的かつ計画的に推

進をしていくために、平成２８年１月に南越前町定住に向けたマスタープラン

を策定いたしまして、東大道の団地、桜町、湯尾の北府団地の分譲、そしてま

た、定住化促進のために、きとっけはうす今庄、甲楽城定住化の促進住宅、東

大道の住宅、そして東大道の単身者住宅など、町営住宅を整備してきたところ

であります。 

 さらに、子育て世代、そして若い世代の定着や流入を進めるために、町の分

譲地を購入した方に対して分譲価格の最大４割の助成、そしてまた町内に新築

した場合は５０万円の助成、そしてまた町内の建設業者が建築した場合は３０

万円の助成をいたしまして、分譲価格の最大４割の助成については４年間で２

２件の交付、効果と実績を上げております。 

 しかしながら、議員のご指摘のとおり、町の分譲地のうち丸山団地、王子根

団地、栄団地では、合計３２区画のうち１７区画が未分譲で残っておりまして、

いずれも最近の４年間は分譲実績がないのが現状であります。 

 今後は、一定の期間が経過しても分譲が進んでいない王子根団地につきまし

ては、分譲価格の見直しを図っていきたいと思っております。また、１区画の

面積が比較的小さい分譲地については、面積の変更、拡大を検討することにつ

きまして、来年度に向けて検討していきたいと考えております。 

 なお、この分譲地の詳細、そして今後の対応につきましての詳細は、担当課

長から説明をさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）中村建設整備課長。 

 

○建設整備課長（中村勝典君）分譲地の販売状況及び今後の対策についてご説

明をいたします。 
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 町長の答弁にもございましたように、現在、南越前町が分譲している団地の

うち、先月分譲を開始した湯尾の北府団地を除きまして、河野地区の丸山団地

と王子根団地、今庄地区の栄団地では売れていない区画がございます。平成１

５年度に整備した丸山団地は２４区画中１１区画、平成１６年度に整備した王

子根団地では６区画中４区画、平成２８年度に整備した栄団地は２区画中２区

画、合計をいたしますと３２区画中１７区画が未分譲となってございます。そ

の中で、丸山団地と栄団地は平成２８年度以降４年間、王子根団地は平成２３

年度以降９年間、販売実績がございません。 

 これらの分譲地の販売を促進するための対策といたしましては、長期間販売

実績のない王子根団地につきまして、分譲価格の見直しを前提としました検討

をしていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）平谷弘子君。 

 

○１２番（平谷弘子君）そしたら、課長、実際に町長が答弁された中で区画面

積が小さい分譲地がありますよね。もう今では通じないんやね、一家に車４台

も５台もありますので。１台、２台しか止められないところでは駄目なので、

その区画面積が小さい分譲地について、面積の変更は検討していくとはあった

のですけど、今庄地区の栄団地、２区画販売してますよね。その大きさは大体

７８坪ぐらいかなと聞いておりますが、かひるニュータウンと比べても栄団地

の面積は小さいんです。そしたら、栄団地の面積も増やすことはできないのか、

ちょっと尋ねます。町長でも課長でもいずれでも結構でございますが、その辺

どうかひとつ、答弁のほどよろしくお願いします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君）今、平谷議員ご指摘のとおり、栄団地は７８坪で分譲中

でありまして、平成１６年度に整備をしました近くのかひるニュータウン、こ

れは全て１０５坪から１５０坪ぐらいの広いところで販売をしておりまして、

全て分譲できました。もう未分譲地はありません。この栄団地については、隣

接している町有地がありますので、そこらも含めまして面積を増やす方向で区

割りをして、１１５坪ぐらいの２つの区画で分譲する方向で検討していきたい

と思います。 

 

○議長（秋田重敏君）平谷弘子君。 
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○１２番（平谷弘子君）先ほども、山本徹郎議員の質問の時にも出ましたが、

私も移住については、やはり今コロナ禍で、逆に、そういう街、東京とかそう

いうところから、田舎の方が安心や言うて意外と要望があるらしいんですよ。

今日の朝もテレビでもやっていましたけど、そういうのを利用していただい

て。あれは前にも１回池田町でありました。２５年間、町の建てた住宅に住め

ば無料やと。２５年間かな、あれは。そういうこともありましたので、やはり

まずは南越前町に住んでくれる人を誘致してこなあかんので。 

 私、王子根団地でしたか、以前にも２年に１回ぐらいは、川野町長の時もそ

うでしたけれども、丸山団地のこともいつも取り上げてはきているんですけれ

ども、１万円とか２万円とか、ちまちました値下げなんですよ。そうじゃなし

に、岩倉町政こそやはり思い切った誘致施策を打ってもらえればなと思ってい

るんです。 

 私、やはり住んでもらうということが一番大事だと思いますし、今でしたら

インターネットとかもありますから、本当に格安で、これやったらみんな、広

いもんや、ただみたいなもんやいうぐらいの、それぐらいの思い切った施策を

ひとつお願いをいたしまして、私の今回の質問は終わらせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて平谷弘子君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．今後の町政について 

 ５番 熊谷良彦君。 

〔５番（熊谷良彦君）登壇〕 

 

○５番（熊谷良彦君）それでは、議長のお許しをいただきましたので、私は、

今９月定例議会の一般質問として今後の町政について質問いたします。 

 岩倉町長は平成２９年２月、町長に就任されて以来、元気で誰もが住みたく

なるまちづくりのため、６つのまちづくりの目標を掲げ、事業を推進してこら

れました。また、豪雪や毎年の台風、大雨などによる被害対策、そして何とい

っても今年は新型コロナウイルス対策など、多くの難問に取り組まれました。 

 まず、当町の一番の課題である人口減少対策では、若者の町内定住政策とし

て、南条保育所跡や南条第二保育所跡などの町営住宅の建設をされました。ま

た、子育て世代の負担を軽減するため、高校生までの医療費の無料化を図り、

かつ、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援の実施をされました。大

変すばらしい施策だと思います。 

 安全、安心して暮らせるまちづくりでは、今庄住民センターの整備、河野地
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区の官民協働によるコンビニ一体型施設の整備、糠漁港離岸堤かさ上げ工事、

新ごみ処理施設の建設推進、民間の地域密着型小規模多機能居宅介護支援事業

所の整備、町道の消雪工事、住民利用バスの新規路線の運行など、多岐にわた

る施策を講じてこられました。 

 交流人口の拡大については、河野地区では、河野北前船主通りの日本遺産認

定、国の重要文化財である中村家住宅の大規模保存改修及び保存計画を策定さ

れ、今庄地区では、今庄宿の町並み保存と重要伝統的建造物群保存地区選定に

向けて尽力をされました。そして、全国でも大変まれなことですけれども、鉄

道遺産をテーマに長浜市、敦賀市と協力して、当町では２つ目となる日本遺産

の指定に成功されました。これは画期的な出来事だと思っております。また、

南条地区では、南条サービスエリア地域振興施設整備の補助金申請に当たり、

町長の類いまれな卓越した指導力の下、職員一丸となって取り組まれた結果、

予定をはるかに上回る補助金の確保に成功されました。 

 まだまだ数え上げれば切りがありませんが、町民も多くの成果を上げられた

この４年間を大変高く評価しているものと存じます。とはいえ、まだまだ課題

の多い当町であります。 

 そこで、この実績と経験を基に、次回の町長選に出馬される意欲がおありか

をお伺いいたしまして、質問といたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの熊谷議員の一般質問にお答えをいたします。 

 私も、早いもので、平成２９年の２月に南越前町の町政を担当して３年半が

経過をいたしました。おかげさまで行政の方もほぼ順調に推移をいたしており

ます。これも議員の皆様方をはじめ、町民の皆様方の温かいご理解とご協力の

賜物と心から感謝を申し上げるところであります。 

 その間、私も本当に南越前町の町長として非常に重責を痛感しながら、町政

発展のために全身全霊をかけて誠心誠意努力してまいりました。ただいま熊谷

議員のお話にもありましたように、具体的には、北前船寄港地・船主集落とし

ての日本遺産の認定、そしてまた、今庄の鉄道遺産を生かした日本遺産の認定、

そしてまた、花はすを通した台湾台南市白河区との国際交流もスタートをいた

しました。また、河野地区に官民連携のコンビニエンスストアの店舗の誘致も

いたしました。また、今庄住民センターの新設工事も完了をいたしました。そ

してまた、町営の住宅団地の造成も積極的に取り組んでまいったところであり

ます。 
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 そういう中で南越前町、やっぱり喫緊の課題というのは、何といっても人口

減少の問題と地域の活性化の課題であります。人口減少を極力抑えるために

は、やっぱり思い切った住宅政策、そしてまた思い切った子育て支援策もして

いかなければならないと思います。 

 また一方、地域の活性化のためには、やっぱり交流人口をしっかり拡大する

ための観光事業にしっかり取り組んでいく必要があると思います。今、新型コ

ロナウイルス感染で大変な時期ではありますけれども、ワクチン、そしてまた

治療薬が開発されて、いずれはこういう観光事業もしっかり対応できる時期が

来ると思います。しっかりこの観光事業に取り組んでいきたいと思います。 

 何といってもその一つが、北前船寄港地・船主集落の日本遺産になりました

中村家を何としても、２年後には文科省の補助をいただいて一般公開に踏み切

っていきたいと思っております。また、江戸時代、北国街道屈指の宿場町であ

った今庄宿の町並みをしっかり残すための、国の重要伝統的建造物群の地区指

定を年内に文科省のほうへ進達をし、来年度には地区採択をいただきたいなと

思っております。 

 また、長浜、敦賀、南越前が協力して観光連携協議会をつくって、そこで鉄

道遺産を生かした日本遺産の認定になりました。これを生かして観光の誘客を

今後ともしっかり図っていきたいと思っております。また、国の史跡の杣山城

址の居館跡、これも文科省の補助をいただいて、５年間で居館跡をしっかり整

備をし、そして隣接している日本一の花はす公園と絡めて観光地の目玉にして

いきたいと思っております。もう一つは、３９０万人が立ち寄る南条のサービ

スエリアを生かした地域振興施設整備事業、これも来年の秋には何とか開設を

していきたい、そして地域の活性化につなげていきたいと思っているところで

あります。 

 また一方、令和４年度に向けた中学校の統合の問題もあります。また、２年

半後には北陸新幹線が敦賀まで開業になります。そうしますと、どうしても第

三セクターによる並行在来線をいかに形づけていくか。特に南越前町、４つの

駅があります。４つの駅を守り、しかも利便性をしっかり守っていく、このこ

とが大事であろうかと思います。また一方、国道３６５号線の栃ノ木峠、これ

は冬期間閉鎖されております。これを１年を通して開通できるような道路整備

を何としても進めていきたいと考えているところであります。 

 こういった大きな課題が山積しておりますけれども、そういう中で町民のご

支持をいただけるならば、再度、町政を担っていきたいと考えているところで

あります。 

 以上、熊谷議員のご質問にお答えをいたしました。 
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○５番（熊谷良彦君）今後も引き続き、岩倉町長の卓越した指導力を発揮され

ることを心より期待いたしまして、私の一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて熊谷良彦君の質問を終わります。 

 

                          

散   会 

 

○議長（秋田重敏君）以上をもちまして本日の日程は終了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 

〔散会  午後２時０９分〕 

 


